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全 国 登 録 有 形 文 化 財 所 有 者 の 会 文 化 庁 を 訪 問         

都倉俊⼀⻑官に要望書を⼿渡す      2021/10/18 

   
寺⻄理事⻑より都倉⻑官に要望書を渡す      文化庁⻑官室にて 
 

  
⻘⼭事務局⻑（⼤阪）都倉⻑官 寺⻄理事⻑（⼤阪）渡辺副理事⻑（東京）中野理事（和歌⼭） 
 
 
文化庁訪問余談 : 長官との面談は 15 分間と決められていましたが私が大学の一年後輩に

あたりますのでお話したところ学生時代の思い出話に大半が割かれてしまいました…  渡辺 
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今回文化庁長官にお渡しした要望書の内容は以下の通りです。建造物修理費用の税額控除

の創設が主な要望内容です。先の文化庁から所有者に対する修理費用のアンケート調査もこ

の内容に沿ったもの云えます。 

 

文化庁長官都倉俊一殿 

登録有形文化財建造物に関する税制優遇措置の創設についての要望書 

令和３年 10 月 18 日 

国登録有形文化財全国所有者の会会長 寺西興一 

平成 8 年（1996）10 月に国の登録文化財の制度が発足し、令和 3 年（2021）9 月現在、建造物について 13,000

件以上が登録されています。今後も文化財登録の進展とともに、文化財の保存と活用の裾野が広がっていくことが

見込まれており、このことは、国民の文化財に対する関心の高さを表していると言えます。 

登録文化財は、国宝や重要文化財などの指定文化財のように、許可制による強い規制と手厚い保護により保存

されるものとは異なり、近代の歴史遺産を中心として、所有者が自主的に保存・活用するものを国の登録台帳に登

録し、緩やかな保護措置で未来に継承していくものです。活用を前提とする登録文化財は、我が国の歴史と伝統

文化を継承しつつ、美しい街並みを構成するとともに、国際化が進む我が国のまちづくりや観光振興にも貢献でき

るものと考えます。しかしながら、登録文化財を取り巻く急速な環境の変化等により、所有者の自助努力だけでは

維持することが困難となり、近年の多くの登録文化財が消滅の危機に瀕していると言っても過言ではありません。

そもそも文化財建造物には、経年劣化に伴う定期的な補修工事が不可欠であり、加えて、老朽化による壁のひび

割れや屋根の水漏れなど、細かな維持修理を毎年行っている実態もあります。さらに、伝統工法・材料によるこれ

らの修理には、一般住宅よりも高額な費用を要することが少なくありません。特に高齢化の進む個人所有者にとっ

て、かけがえのない文化財を守るという誇りだけで文化財建造物を維持していくのには限界があり、所有者の自主

的取組を特徴とする登録文化財にあっても、更なる公的支援の拡充は火急の課題です。現在、文部科学省から

「個人所有の登録有形文化財（建造物）の修理費用に係る税額控除の創設」が要望されていますが、この仕組み

は、登録文化財の所有者の自主性を尊重しつつ、上記の厳しい状況への対応策となりうる画期的な提案と考えて

います。税額控除により多くの所有者の確実な負担軽減につながるとともに、「国が自分たちの努力を見て、後押

しをしてくれている。」というメッセージ自体が、我々にとってこれ以上ない励みとなります。 

「国登録有形文化財全国所有者の会」としても、全国の登録文化財建造物所有者を代表して、この要望が実現

するよう、積極的に取り組んでいきます。関係各位におかれましては、登録文化財所有者のおかれる現状と課題

をお酌みいただき、本税制改正要望の実現に向けてお力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

＜要望事項＞ 

○ 文部科学省から出されている令和 4 年度税制改正要望「個人所有の登録有形文化財（建造物）の修理費用に

係る税額控除の創設」を実現し、登録有形文化財建造物の所有者に対する公的財政支援を拡充すること。 
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         2021/10/2 

 
昨 年 に 続き東京タワーコンサートを
展 望 台 のイベントスペースで行いま
した。NPO 歴史的建造物とまちづくりの会、NPO 引退馬協会他２団体との共催事業とし
て八木健⼀、ゆみ子さんによるハープコンサートを通じて昭和４年築の横浜市旧根岸競馬
場馬見所保存のアピールを致しました。 

   

    
          東京タワー展望台にて出演者、スタッフ 

東京タワーコンサート� 

―旧根岸競馬場の保存に向けてー 



［東京都登文会レター］秋冬号 
 

4 
 

「ギャラリーエフ/浅草」本年末に閉鎖 
本会会員村守恵子さんが運営される浅草のギャラリーエフさんが本年末での閉鎖が決まり
ました。ギャラリーエフさんはこの地に作られた築１６０年の土蔵を中心にカフェを併設、
コンサートホール/ギャラリーとして運営されています。浅草は戦災で焼かれ残ったのは松
屋、国際劇場、東本願寺など少数と言われておりますがその中で生き延びてきた貴重な都
心の土蔵ですが今年いっぱいの閉鎖が決まりました。ギャラリー/コンサートホールとして
多くの人々に愛されており最後の日までスケジュールが埋まっています。村守さんは土蔵
を解体移転することを計画されていますが詳細は未定です。 
 

見学会を開催 
ギャラリーエフ/土蔵が浅草にある姿を皆様と記憶に残したいと見学会を開催致します。 
コロナ禍から久しぶりの会合となります。皆様のご参加をお待ちしております。ギャラリ
ーではこの場所では最後のイベントとなる絵画展が行われております。浅草でお会いしま
しょう。 
１２月２５日（土）PM４：００ 
集合場所 ギャラリーエフ/浅草 銀座線浅草駅より５分 都営浅草線浅草駅より２分 
         台東区雷門 2‐19‐18 
     03−3841−0442 
 カフェでドリンクの注文をお願い致します。 
開催中  京絵美（みやこえみ）日本画展（12/19〜30） 
参加申し込みは事務局へ 渡辺俊司 090-6477−7657 
            高橋弘樹 080-5440−2957        
※見学会終了後簡単な忘年会を 6：00 頃から近くで開催したいと思います。 
 

   
 
編集 東京都登文会事務局 

渡辺俊司 
高橋弘樹 


